
前期 後期 前期 後期 前期 後期

論理学
Logic

必修 講義 1 30 30

ものごとを正しく考えるための思考
の法則や存在と思考の関係・世界
と人間のあり方など関連づけて学
ぶ。

看護と人間工学
Nursing and ergonomics

必修 講義 1 15 15

人間が行動を起こし、動作する場合
における安全・安楽を追求する。人
間工学の基礎をとおして、看護に欠
かすことのできないボデイメカニクス
原理を学ぶ。

情報科学と統計学
Information sience and

statistics
必修 講義 1 30 15 15

コンピュータの基本的動作を理解
し、演習によりアプリケーションソフ
トウェア利用法を習得する。情報・
データー収集処理方法・文献検索
方法について学ぶ。

哲学
Philosophy

必修 講義 1 30 30

哲学的なものの見方や考え方を学
ぶ。また、客観的に思考したり、論
理的に自己の意見を表現すると
いった哲学的方法に慣れ、様々な
考え方に接することにより、「他者」
に対する意識を高める。

環境学
Environmental

必修 講義 1 15 15

自然環境、社会環境、都市環境な
ど、人間の生活を取り巻く環境とそ
の人間、動植物への影響について
学ぶ。

人間心理学
Human Psychics

必修 講義 1 30 15 15

人間の表面にあらわれた行動から
人間の内面の心理を推測する方法
を駆使することを通して、行動の科
学としての心理学の基本的な考え
方を身につける。人間や自分につ
いての理解を深める。

人間関係論
Human Relations

必修 講義 1 30 15 15

人間関係を学ぶ事で、援助者であ
る自分自身の理解と成長を期待す
る。また、看護場面における援助関
係を円滑に築くための基礎を学ぶ。

教育学
Pedagogy

必修 講義 1 30 15 15

人間は生涯学び続ける存在である
ことを理解し、その発達過程、発達
課題を学ぶ。人間の可能性を引き
出すための教育の意義、方法を学
ぶ。

家族と社会学
Family and sociology

必修 講義 1 30 15 15

社会的存在としての人間や人間生
活の基盤としての家族と人々の関
係について学ぶ。
家族アプローチ、サポート、家族ア
セスメントについて学ぶ。

異文化
コミュニケーション

Cultual communication
必修 講義 1 30 15 15

他国の人々の文化や思考方法を理
解し、民族、文化との関係を学ぶ。

英語と英会話
English conversation

必修 講義 1 30 15 15

病院・施設で使われる医療英語に
対応するための基礎的な知識を学
ぶ。

音楽と
リラクゼーション

Music and Relaxation
必修 講義 1 30 15 15

音楽活動をとおして、自分自身のコ
ントロールと看護援助をしていくた
めの手がかりを学ぶ。

スポーツと
レクレーション

Sport and Recreation
必修 講義 1 30 15 15

自ら健康維持・増進していくための
スポーツやレクレーションについて
の科学的知識について学習する。

形態機能学Ⅰ
Form Functional Study

Ⅰ
必修 講義 1 30 30

正常な人体の形態と構造、その役
割と機能を学ぶ。

形態機能学Ⅱ
Form Functional Study

Ⅱ
必修 講義 1 30 30

正常な人体の形態と構造、その役
割と機能を学ぶ。

形態機能学Ⅲ
Form Functional Study

Ⅲ
必修 講義 1 30 30

正常な人体の形態と構造、その役
割と機能を学ぶ。
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形態機能学Ⅳ
Form Functional Study

 Ⅳ
必修 講義 1 30 30

正常な人体の形態と構造とその役
割と機能を学ぶ。

栄養と代謝
Nutrition and
Metabolism

必修 講義 1 30 30

人間の細胞レベルの物質代謝、人
間の恒常性とその調節、栄養成分
の体内での物質代謝について学
ぶ。

病態総論
Pathology

必修 講義 1 30 30

病気になった原因を探ったり、病気
になった患者の身体に生じている変
化がどのようなものかについて学
ぶ。

病態と治療Ⅰ
Pathology and Medical

treatment Ⅰ
必修 講義 1 30 30

逸脱した場合の形態的変化や機能
障害から起こる影響とその治療に
ついて学ぶ。
(呼吸器・循環器・血液）

病態と治療Ⅱ
Pathology and Medical

treatment Ⅱ
必修 講義 1 30 30

逸脱した場合の形態的変化や機能
障害から起こる影響とその治療に
ついて学ぶ。
(消化器・腎泌尿器・内分泌）

病態と治療Ⅲ
Pathology and Medical

treatment Ⅲ
必修 講義 1 30 30

逸脱した場合の形態的変化や機能
障害から起こる影響とその治療に
ついて学ぶ。
(脳神経・運動器）

病態と治療Ⅳ
Pathology and Medical

treatment Ⅳ
必修 講義 1 30 30

逸脱した場合の形態的変化や機能
障害から起こる影響とその治療に
ついて学ぶ。
(感覚器・生殖器）

病態と治療Ⅴ
Pathology and Medical

treatment Ⅴ
必修 講義 1 30 30

逸脱した場合の形態的変化や機能
障害から起こる影響とその治療に
ついて学ぶ。
(精神・小児）

感染症と微生物
Infection and microbiology

必修 講義 1 30 30

微生物の性質と人体に及ぼす影
響、感染のしくみと感染予防、微生
物によって引き起こされる病態とそ
の対処方法について学ぶ。

栄養と食事
Nutrition and Meal

必修 講義 1 30 30

健康維持のための食生活について
理解し、機能障害を持つ対象の健
康状態の改善のための食生活につ
いて学ぶ。

臨床薬理学
Clinical

Pharmacology
必修 講義 1 30 30

薬物の持つ科学的特徴、作用機序
と生体に及ぼす影響や健康障害へ
の治療としての薬理作用を学ぶ。

臨床検査総論
Laboratory Medicine

必修 講義 1 30 30

機能障害の原因や程度を査定する
ための臨床検査について学ぶ。

臨床治療論
Clinical Treatment

必修 講義 1 30 15 15

手術侵襲と生体反応、放射線によ
る検査と治療、リハビリテーション、
ME機器について学ぶ。

公衆衛生学
Public Health

必修 講義 1 30 15 15

公衆衛生の概念、公衆衛生活動、
健康に生きるための知識と保健医
療システムを学ぶ。

保健医療論
Health Care

必修 講義 1 15 15

日本の保健医療を多元的に理解
し、保健医療の中での看護の役割
を学ぶ。

社会保障制度論
Social Security System

必修 講義 1 15 15

社会保障の理念と制度の考えかた
を理解し、社会福祉の分野とサービ
スについて学ぶ。

社会福祉論
Social Welfare

必修 講義 1 15 15

社会福祉の理念と制度の概要を知
り、サービスの活用方法と社会福祉
の中での看護の役割を学ぶ。

関係法規Ⅰ
Relevant LawⅠ

必修 講義 1 15 15

生活者の健康増進に対応した法律
や人々の健康を守るための環境保
全・衛生に関する法律を学ぶ。

関係法規Ⅱ
Relevant LawⅡ

必修 講義 1 15 15

看護に必要な法律の基礎知識・保
健医療・法規を理解し、医療従事者
としての業務と責任を学ぶ。

専
門

分
野
Ⅰ

基
礎

看
護
学

看護学概論
Introduction to

Nursing
必修 講義 1 30 30

看護の基本となる概念を体系的に
理解し、保健・医療・福祉の広い視
野で看護の機能・役割を学ぶ。

専
門
基
礎
分
野

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

健
康
支
援
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看護研究Ⅰ
Nursing studyⅠ

必修 講義 1 15 15

看護研究の意義を理解し基本的知
識を身につける。

看護研究Ⅱ
Nursing studyⅡ

必修 講義 1 15 15

研究の実際を通して、研究の進め
方の理解を深める。研究に取り組
む姿勢を養う。

基本技術論Ⅰ
Basic Nursing

SkillⅠ
必修 講義 1 30 30

生活環境を整える方法、感染予防、
安全・安楽の技術の概要と具体的
方法について学ぶ。

基本技術論Ⅱ
Basic Nursing

SkillⅡ
必修 講義 1 30 30

すべての看護の展開の基礎となる
看護の対象者の健康状態を把握す
るために必要なヘルスアセスメント
を学ぶ。

基本技術論Ⅲ
Basic Nursing

SkillⅢ
必修 講義 1 30 30

基礎看護技術の基盤となる人間関
係成立の技術（コミュニケーショ
ン）、看護過程について学習する。

生活援助論Ⅰ
Basic Procedures in

Nursing Skills Ⅰ
必修 講義 1 30 30

人間にとっての食事・栄養と排泄の
意味を理解して、対象が健康生活
を送るために必要な援助の方法を
学ぶ。

生活援助論Ⅱ
Basic Procedures in

Nursing Skills Ⅱ
必修 講義 1 30 30

身体の清潔、活動・休息について対
象が健康生活を送るために必要な
援助の方法を学ぶ。

診療の補助技術
Technique to Support

Medical Treatment
必修 講義 1 30 30

健康を促進するために必要な診療
（検査・治療・処置）の補助行為に関
わる援助方法の基本について学
ぶ。

臨床看護技術Ⅰ
Clinical Nursing

SkillⅠ
必修 講義 1 30 30

様々な健康上にニーズを持つあら
ゆる年齢層の人々に既習の基本的
な看護の考え方や知識・技術を統
合して応用するプロセスや実践を学
ぶ。

臨床看護技術Ⅱ
Clinical Nursing

SkillⅡ
必修 講義 1 30 30

既習の基本的な考え方や知識・技
術を統合して応用する看護実践や
医療機器の取り扱いについて学
ぶ。

基礎看護学実習Ⅰ
Basic NursingⅠ

必修 実習 1 45 45

入院中の対象に必要な日常生活援
助について学ぶ。

基礎看護学実習Ⅱ
Basic NursingⅡ

必修 実習 2 90 90

疾病を持ち、治療をうけている患者
の看護に必要な援助を学ぶ。

成人看護学概論
Introduction to Adult

nuringⅠ
必修 講義 1 30 30

成人における成長と発達、身体機
能の特徴と生活行動を関連させて
理解し、生活者としての活動や価値
観、健康教育について学ぶ。

成人援助論Ⅰ
Adult Nursing CareⅠ

必修 講義 1 30 30

周手術期、救命救急、終末期看護
に共通する視点から、成人が極め
て深刻なセルフケア困難に陥ってい
るときの看護について学ぶ。

成人援助論Ⅱ
Adult Nursing CareⅡ

必修 講義 1 30 30

外傷や疾病により、セルへケア低下
の状態に陥った中途障害者が、「そ
の人らしく生きていく」ための看護支
援について学ぶ。

成人援助論Ⅲ
Adult Nursing CareⅢ

必修 講義 1 30 30

セルフマネジメントの基本的な考え
方、アセスメントの視点、患者の力
を引き出すための実践、活用する
理論、患者教育などのあり方や方
法を学ぶ。

成人援助論Ⅳ
Adult Nursing CareⅣ

必修 講義 1 30 30

呼吸器、血液、造血器に疾患を持
つ患者の看護を学ぶ。

成人看護技術
Adult Nursing Skill

必修 演習 1 30 30

事例による成人看護に必要な日常
生活援助技術や診療上の補助技術
を学ぶ。

老
年
看
護
学

老年看護学概論
Introduction to

Gerontological Nursing
必修 講義 1 30 30

ライフサイクルの中で老年期をとら
え、身体的変化だけでなくその人の
人生や環境など総合的に理解し、
高齢者の健康と生活を支える看護
師の役割と看護を学ぶ。

　
専
門
分
野
Ⅰ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
分
野
Ⅱ
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老年援助論Ⅰ
Gerontological Nursing Ⅰ

必修 講義 1 30 30

高齢者の健康状態の評価をし、日
常生活機能の低下を予防しその人
らしい生活を全うできるよう、老年看
護の基本的知識技術を学ぶ。

老年援助論Ⅱ
Gerontological Nursing Ⅱ

必修 講義 1 30 30

健康障害をもった高齢者に生じや
すい健康問題を理解し、問題解決
に向けて必要な知識・技術を学ぶ。

老年援助論Ⅲ
Gerontological Nursing Ⅲ

必修 講義 1 15 15

老年期にある健康障害を持った患
者の健康上の問題を理解し、看護
実践できる基礎的知識・技術・態度
を学ぶ。

小児看護学概論
Introduction to Pediatric

Nursing
必修 講義 1 30 30

子どもの成長・発達、子どもの権利、小児
保健の制度を理解し、子どもと家族の健
康な生活への支援について学ぶ。社会
の中での子どもをめぐる問題から看護の
役割を学ぶ。

小児援助論Ⅰ
Pediatric Nursing Ⅰ

必修 講義 1 15 15

健康問題が子どもと家族に及ぼす
影響について理解し、子どもの疾病
の経過に応じた看護や特徴的な症
状に対する看護について学ぶ。

小児援助論Ⅱ
Pediatric Nursing Ⅱ

必修 講義 1 30 30

さまざまな状況にある子どもとその
家族について理解する。子どもの成
長・発達や健康の状態に応じた日
常生活援助や診療に伴う援助、小
児に特有な看護技術を学ぶ。

小児援助論Ⅲ
Pediatric Nursing Ⅲ

必修 講義 1 30 15 15

子どもの主な疾患と治療を学び、事
例を用いた看護過程を展開して、子
どもとその家族への看護援助を導く
ことができるようにする。

母性看護学概論
Introduction to Maternity

Nursing
必修 講義 1 30 30

女性の身体的および心理・社会的
特性から女性の健康やリプロダク
ティブヘルス・ライツを理解する。

母性援助論Ⅰ
Maternity Nursing Ⅰ

必修 講義 1 30 30

妊娠、分娩期の正常な経過を学
び、母子に対する看護を理解する。

母性援助論Ⅱ
Maternity Nursing Ⅱ

必修 講義 1 30 30

産褥期・新生児期の生理的変化お
よび経過と看護実践を学習する。

母性援助論Ⅲ
Maternity Nursing Ⅲ

必修 講義 1 15 15

妊娠期、分娩期、産褥期、新生児期
に起こりやすい異常と看護を理解す
る。

精神看護学概論
Introduction to

Psychiatric-Mental Health
Nursing

必修 講義 1 30 30

精神障害の基本的考え方とこころ
の健康について理解し、人権擁護
の重要性や精神看護を考える基盤
となる知識を学ぶ。

精神援助論Ⅰ
Psychiatric-Mental Health

Nursing Ⅰ
必修 講義 1 15 15

精神障害の診断と看護、ケアの原
則、対人関係、治療的関係につい
て学ぶ。

精神援助論Ⅱ
Psychiatric-Mental Health

Nursing Ⅱ
必修 講義 1 30 30

精神障害のある対象者の安全な環
境，緊急事態の対処、ケアについて
学ぶ。

精神援助論Ⅲ
Psychiatric-Mental Health

Nursing Ⅲ
必修 講義 1 30 30

セルフケア理論を活用し、患者の自
立・回復を促すための支援方法や
地域における精神看護、災害保健
福祉活動について学ぶ。

成人看護学実習Ⅰ
Clinical Practice in Adult

Nursing Ⅰ
必修 実習 2 90 90

慢性疾患や障害があり、生涯にわ
たり生活を再調整・維持する必要の
ある対象の健康問題の解決にむけ
た看護を学ぶ。

成人看護学実習Ⅱ
Clinical Practice in Adult

Nursing Ⅱ
必修 実習 2 90 90

 急激な健康破綻をきたした患者と
その家族に対して、患者の心身の
状況と特徴を理解し、心身の安定
と、回復過程をたどるための看護を
学ぶ。

成人看護学実習Ⅲ
Clinical Practice in Adult

Nursing Ⅲ
必修 実習 2 90 90

疾病からの回復が困難、もしくは人
生最期の時にある患者・家族の苦
痛や苦悩や状況を理解し、QOLの
向上を目指した看護を学ぶ。

老年看護学実習Ⅰ
Clinical Practice in

Gerontological Nursing Ⅰ
必修 実習 2 90 90

高齢者が生活している場と家族や
保健・医療・福祉その他の関連機関
との連携や役割について学ぶ。

老
年
看
護
学

臨
地
実
習

専
門
分
野
Ⅱ
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形態

単
位
数

時
間
数

１年 ２年 ３年
講義概要

老年看護学実習Ⅱ
Clinical Practice in

Gerontological Nursing Ⅱ
必修 実習 2 90 90

老年期の患者の特徴を捉え、問題
解決思考のプロセスを踏み看護過
程の展開する方法を学ぶ。

小児看護学実習Ⅰ・Ⅱ
Clinical Practice in

Pediatric Nursing　Ⅰ・Ⅱ
必修 実習 2 90 90

保育所実習や病院実習を通して、
成長・発達過程にある子どもとその
家族の理解を深め、成長・発達およ
び健康の状態に応じた看護の役割
を学ぶ。

母性看護学実習
Clinical Practice in
Maternity Nursing

必修 実習 2 90 90

妊婦・産婦・褥婦と新生児が生理的
変化に適応していくプロセスと健康
の保持・増進していくための看護の
実際を学ぶ。

精神看護学実習
Clinical Practice in

Psychiatric Mental-Health
Nursing

必修 実習 2 90 90

 精神に障害をもつ対象とその家族
の問題を理解し、精神保健福祉の
機能とそのひと自身が生活を再獲
得していく力を支援する看護を学
ぶ。

在宅看護概論
Introduction to Home Care

Nursing
必修 講義 1 15 15

対象がよりよい生活をするための社
会資源の活用と他職種との連携・
調整の必要性、看護の役割を理解
し、在宅看護の基礎を学ぶ。

在宅援助論Ⅰ
Home Care Nursing Ⅰ

必修 講義 1 30 30

在宅療養者とその家族を対象とした在宅
看護を展開するためのアセスメント方法、
看護計画、在宅ケアの連携やケアマネジ
メント、社会資源を活用するための方法
について学ぶ。

在宅援助論Ⅱ
Home Care Nursing Ⅱ

必修 講義 1 30 30

在宅療養者やその家族に対する看
護に必要な基本的看護技術を学
ぶ。

在宅援助論Ⅲ
Home Care Nursing Ⅲ

必修 講義 1 30 30

在宅看護に必要な在宅療養者・家
族及び介護者についてのアセスメン
ト・実践・評価を学ぶ。

看護管理
Nursing Management

必修 講義 1 15 15

看護マネジメントの目的を理解し、
資源活用や医療チームに関わる
人々との協働・調整について学ぶ。

医療安全
Medical Safety

必修 講義 1 30 30

医療における「安全」を理解し、日常
の看護・医療の場で発生しやすい
事故と必要な安全対策の基礎的知
識を学ぶ。

災害看護・国際看護
International Nursing

Disaster Nursing
必修 講義 1 30 30

災害の種類や特徴を理解し看護の
役割を学ぶ。また、世界の健康問題
とそれに対する看護の現状と課題
を知り、異文化の中での看護を学
ぶ。

総合看護技術
Comprehensive Clinical

Practices
必修 講義 1 30 30

卒業後臨床現場に適応できるよう
技術を習得する。国家試験に向け
て必要な知識を習得する。

在宅看護論実習
Clinical Practice in Home

Care Nursing
必修 実習 2 90 90

地域で療養する対象とその家族
に、在宅における生活を維持するた
めの看護を学ぶ。

統合実習
Comprehensive Clinical

Practices
必修 実習 2 90 90

成人・老年期の対象がもつ健康問
題を全体的に把握し、総合的な看
護援助を学ぶ。

99 3090 450 675 615 495 615 240
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